
（仮称）都市計画道路
伊駒アルプスロードに係る
環境影響評価方法書の概要

資料１

平成２８年６月
長 野 県



１．事業の概要

第１章 都市計画対象道路事業の名称

第２章 都市計画決定権者の名称

第３章 都市計画対象道路事業の目的及び内容

【方法書、要約書 P1～14】
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１.事業の概要
第１章 都市計画対象道路事業の名称

第２章 都市計画決定権者の名称

（仮称）都市計画道路 伊駒アルプスロード

■都市計画決定権者の名称：長野県

■代表者の氏名：長野県知事 阿部 守一（あべしゅいち）

■住 所：長野県長野市大字南長野字幅下692-2

■事業者の名称：長野県

■代表者の氏名：長野県知事 阿部 守一（あべしゅいち）

■住 所：長野県長野市大字南長野字幅下692-2
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■都市計画対象道路事業の名称 方法書P1～2
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■都市計画対象道路事業の目的

◆災害発生時において、緊急車両が確実に通行でき、道路が寸断
されることの無い幹線的な緊急輸送路が必要である。

◆中央自動車道が通行止めの際、通行車両が迂回し、交通に支障
をきたさない十分な幅の代替道路が必要である。

③災害に強い道路網の構築

１.事業の概要
第３章 都市計画対象道路事業の目的

及び内容

◆伊那谷（伊南バイパスと伊那バイパス）を結ぶ主要幹線道路
（伊駒アルプスロード）が必要である。
◆救急車や消防車の早期到着が可能な交通網の構築が必要である。

②円滑で安全な交通の確保

◆交通容量の拡大、あるいは交通の分散を図る必要がある。

①混雑の解消

方法書P3



■都市計画対象道路事業の位置
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１.事業の概要
第３章 都市計画対象道路事業の目的

及び内容

方法書P4



■都市計画対象道路事業実施区域の位置

5

１.事業の概要
第３章 都市計画対象道路事業の目的

及び内容

方法書P6



■都市計画対象道路事業の内容
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１.事業の概要
第３章 都市計画対象道路事業の目的

及び内容

方法書P7～8



第３章 都市計画対象道路事業の目的

及び内容

■事業の経緯
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１.事業の概要

方法書P9～10



第３章 都市計画対象道路事業の目的

及び内容

■事業の経緯
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１.事業の概要

国道153号 伊駒アルプスロード ルート帯の決定

■交通（安全） 現道の渋滞解消、交通ネットワークの形成、道
路の安全性確保の全ての面で「ルート帯Ｂ＋Ｃ」が優れます。

■環 境 大気質、騒音などの生活環境への影響は「ルー
ト帯B＋C」が、動物・植物への影響は「ルート帯A＋C」がそれ
ぞれ優れますが、全体としては同程度と評価します。

■地域への影響 農地への影響は「ルート帯Ａ＋Ｃ」が、施工時
の影響等は「ルート帯Ｂ＋Ｃ」がそれぞれ優れますが、
全体としては同程度と評価します。

■事業性（費用）事業費、整備期間ともに「ルート帯Ｂ＋Ｃ」が
優れます。

（項目別評価）

方法書P14



第３章 都市計画対象道路事業の目的

及び内容

■事業の経緯

9

１.事業の概要

　

計画起点

駒ヶ根市北の原

計画終点

伊那市 青島

上記の観点から総合的に判断し、伊駒アルプスロードのルート帯を「ルート帯Ｂ（天竜川沿いルート）＋ルート帯Ｃ」に決定しました。

■交通（安全） 現道の渋滞解消、交通ネットワークの形成、道路の安全性確保の全ての面で「ルート帯B＋C」が優れます。

■環境 大気質、騒音などの生活環境への影響は「ルート帯B（天竜川沿いルート）＋ルート帯C」、

動物、植物への影響は「ルート帯A（現道活用ルート）＋ルート帯C」が、それぞれ優れますが、全体としては同程度と評価します。

■地域への影響 農地への影響は「ルート帯A＋C」、施工時への影響等は「ルート帯B＋C」がそれぞれ優れますが、全体として同程度と評価します。

■事業性（費用） 事業費、整備期間ともに「ルート帯B＋C」が優れます。

（項目別評価）

国道153号 伊駒アルプスロード ルート帯の決定

（天竜川沿いルート）

（現道活用ルート）

このような観点から総合的に判断し、伊駒アルプスロードのルート帯を

「ルート帯Ｂ（天竜川沿いルート）＋ルート帯Ｃ」に決定
しました。

方法書P14



２. 地域の概要

第４章 都市計画対象道路事業実施区域及び

その周囲の概況

【方法書 P15～236、要約書P15～20】
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第４章 都市計画対象道路事業実施区域

及びその周囲の概況
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２.地域の概要

■地域特性 ～ 自然的状況

※人触れとは、人と自然との触れ合いの活動の場を示します。

方法書P15～236



第４章 都市計画対象道路事業実施区域

及びその周囲の概況

■地域特性 ～ 社会的状況
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２.地域の概要

方法書P15～236



3. 配慮書の概要及び意見

第５章 計画段階環境配慮書における調査、予測及び評価の結果

第６章 配慮書に対する国土交通大臣意見と都市計画決定権者の見解

第７章 配慮書に対する意見と都市計画決定権者の見解

【方法書 P237～250、要約書P21～34】
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第５章 計画段階環境配慮書における

調査、予測及び評価の結果
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３.配慮書の概要及び意見

方法書P240



第５章 計画段階環境配慮書における

調査、予測及び評価の結果

15

３.配慮書の概要及び意見

４ 計画段階配慮事項ごとに調査、
予測及び評価の結果をとりまとめたもの

4.3 計画段階配慮事項に関する調査・予測・評価の結果
表）案ごとに選定された環境要素の影響の程度

方法書P239



第５章 計画段階環境配慮書における

調査、予測及び評価の結果

16

３.配慮書の概要及び意見

４ 計画段階配慮事項ごとに調査、
予測及び評価の結果をとりまとめたもの

4.3 計画段階配慮事項に関する調査・予測・評価の結果
表） 案ごとに選定された環境要素の影響の程度

方法書P239



第５章 計画段階環境配慮書における

調査、予測及び評価の結果

17

３.配慮書の概要及び意見

４ 計画段階配慮事項ごとに調査、
予測及び評価の結果をとりまとめたもの

4.3 計画段階配慮事項に関する調査・予測・評価の結果
表） 案ごとに選定された環境要素の影響の程度

方法書P239



第５章 計画段階環境配慮書における

調査、予測及び評価の結果
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３.配慮書の概要及び意見

計画段階配慮事項に係る調査は、既存資料に基づき「検討
対象」の位置・分布を把握した。
予測では、回避等の状況を記載し、環境の状況の変化を把

握した。

選定された環境要素のルート毎の影響の程度は、道路整備
を行う場合に、環境面において最も気を付けることが重要で
あると住民が考えている生活環境（大気質、騒音及び超低周
波音、振動）については、天竜川沿いルートの方が現道活用
ルートよりも影響を与える可能性が少ないと評価した。

４ 計画段階配慮事項ごとに調査、
予測及び評価の結果をとりまとめたもの

4.3 計画段階配慮事項に関する調査・予測・評価の結果

方法書P237



第５章 計画段階環境配慮書における

調査、予測及び評価の結果

19

３.配慮書の概要及び意見

また、動物については天竜川沿いルートに多く含まれ、植
物については天竜川沿いルートに、重要な史跡は現道活用
ルートと天竜川沿いルートのルート帯に含まれ、環境に影響
を与える可能性があると評価した。

そこで、道路の概略的な位置を決定する段階では、できる
限り重要な動物種の生息地等や重要な植物（天然記念物）の
生育地等、生態系の保全上重要であって、まとまって存在す
る自然環境、重要な史跡を避けて計画する。

なお、各評価項目について、回避が困難又は必ずしも十分
に低減されないおそれのある場合には、今後の環境影響評価
の中で調査、予測、評価を行い、必要に応じて適切な環境保
全措置を検討する。

４ 計画段階配慮事項ごとに調査、
予測及び評価の結果をとりまとめたもの

方法書P237



第５章 計画段階環境配慮書における

調査、予測及び評価の結果
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３.配慮書の概要及び意見
方法書P241～250



4. 項目の選定

【方法書 P251～252、要約書P35～36】
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第８章 第一種道路事業に係る環境影響評価の項目

並びに調査・予測・評価の手法



第８章 第一種道路事業に係る環境影響評価の項目

並びに調査・予測・評価の手法
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４.項目の選定

方法書P251～252



5. 手法の選定

【方法書 P251～279、要約書P35～61】
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第８章 第一種道路事業に係る環境影響評価の項目

並びに調査・予測・評価の手法



5-1 大気質

【方法書 P253～255、要約書P37～39】
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第８章 第一種道路事業に係る環境影響評価の項目

並びに調査・予測・評価の手法５.手法の選定
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5-1 大気質５.手法の選定

方法書P253～255



5-1 大気質（1）調査 5/7

26

方法書P277



5-2 騒音

【方法書 P256～258、要約書P40～42】
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第８章 第一種道路事業に係る環境影響評価の項目

並びに調査・予測・評価の手法５.手法の選定
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5-2 騒音５.手法の選定

方法書P256～258
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5-2 騒音５.手法の選定

方法書P277
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5-2 騒音５.手法の選定

方法書P277



5-3 振動

【方法書 P259～261、要約書P43～45】
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第８章 第一種道路事業に係る環境影響評価の項目

並びに調査・予測・評価の手法５.手法の選定
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5-3 振動５.手法の選定

方法書P259～261



5-3 振動
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５.手法の選定

方法書P277
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5-3 振動５.手法の選定

方法書P277



5-4 低周波音

【方法書 P262、要約書P46】
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第８章 第一種道路事業に係る環境影響評価の項目

並びに調査・予測・評価の手法５.手法の選定
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5-4 低周波音５.手法の選定

方法書P262
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■調査の手法

5-4 低周波音

調査地域

道路構造が橋若しくは高架となると想定され、

かつ、低周波音に関する環境影響を受けるおそれ

があると認められる地域に住居等の保全対象が立

地又は立地が計画されている地域とする。

想定される調査地域は、駒ケ根市大田切の集落

及びその周辺より選定することが考えられる。

５.手法の選定

方法書P262



5-5 水質

【方法書 P263～265、要約書P47～49】
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第８章 第一種道路事業に係る環境影響評価の項目

並びに調査・予測・評価の手法５.手法の選定
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5-5 水質５.手法の選定

方法書P263～265
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5-5 水質５.手法の選定

方法書P277



5-6 水象

【方法書 P266～267、要約書P50～51】
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第８章 第一種道路事業に係る環境影響評価の項目

並びに調査・予測・評価の手法５.手法の選定
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5-6 水象５.手法の選定

方法書P253～255、P277

方法書P266～267
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5-6 水象５.手法の選定

方法書P277
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5-6 水象５.手法の選定

方法書P277



5-7 地形及び地質

【方法書 P268、要約書P53】
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第８章 第一種道路事業に係る環境影響評価の項目

並びに調査・予測・評価の手法５.手法の選定
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5-7 地形及び地質５.手法の選定

方法書P268
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5-7 地形及び地質５.手法の選定

方法書P278



5-8 日照阻害

【方法書 P269、要約書P54】
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第８章 第一種道路事業に係る環境影響評価の項目

並びに調査・予測・評価の手法５.手法の選定
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5-8 日照阻害５.手法の選定

方法書P269
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■調査の手法

5-8 日照阻害

調査地域

高架構造物の周辺地域において、日照阻害を

及ぼすと予想される範囲（冬至日の午前8時から

午後4時までの間に日影が生じる範囲）を含む地

域とします。

想定される調査地域は、駒ケ根市大田切の集

落及びその周辺より選定することが考えられる。

５.手法の選定

方法書P269



5-9 動物

【方法書 P270、要約書P55】
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第８章 第一種道路事業に係る環境影響評価の項目

並びに調査・予測・評価の手法５.手法の選定
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5-9 動物５.手法の選定

方法書P270
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5-9 動物５.手法の選定

方法書P278



5-10 植物

【方法書 P271、要約書P56】
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第８章 第一種道路事業に係る環境影響評価の項目

並びに調査・予測・評価の手法５.手法の選定
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5-10 植物５.手法の選定

方法書P271
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5-10 植物５.手法の選定

方法書P278



5-11 生態系

【方法書 P272、要約書P57】
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第８章 第一種道路事業に係る環境影響評価の項目

並びに調査・予測・評価の手法５.手法の選定
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5-11 生態系５.手法の選定

方法書P272
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5-11 生態系５.手法の選定

方法書P278



5-12 景観

【方法書 P273、要約書P58】
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第８章 第一種道路事業に係る環境影響評価の項目

並びに調査・予測・評価の手法５.手法の選定
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5-12 景観５.手法の選定

方法書P273
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5-12 景観５.手法の選定

方法書P279



5-13 人触れ

【方法書 P274、要約書P59】
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第８章 第一種道路事業に係る環境影響評価の項目

並びに調査・予測・評価の手法５.手法の選定
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5-13 人触れ５.手法の選定

方法書P274

※人触れとは、人と自然との触れ合いの活動の場を示します。
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5-13 人触れ５.手法の選定

方法書P279



5-14 文化財

【方法書 P275、要約書P60】
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第８章 第一種道路事業に係る環境影響評価の項目

並びに調査・予測・評価の手法５.手法の選定
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5-14 文化財５.手法の選定

方法書P275
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5-14 文化財５.手法の選定

方法書P279



5-15 廃棄物等

【方法書 P276、要約書P61】
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第８章 第一種道路事業に係る環境影響評価の項目

並びに調査・予測・評価の手法５.手法の選定
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5-15 廃棄物等５.手法の選定

方法書P276



71

■調査の手法

5-15 廃棄物等

予測・評価に必要な情報は、事業特性及び地

域特性の情報把握により得られることから、調

査は文献調査を基本とし、必要な情報が得られ

ない場合又は不足する場合には必要に応じて現

地調査及び聞き取り調査を行う。

５.手法の選定

方法書P276


